
発
行
／
和
木
町
　〒
740－

8501　山
口
県
玖
珂
郡
和
木
町
和
木
1
丁
目
1
番
1
号
　

☎
０８２７

－
５２
－
２１３６

　
　
０８２７

－
５２
－
５３１３

　
編
集
／
企
画
総
務
課
　
印
刷
／
㈲
広
瀬
印
刷

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アドレス

　
https://w

w
w
.tow
n.w
aki.lg.jp/

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
yam

aguchi@
tow
n.w
aki.lg.jp

602
№
602

№

令
和
5
年

555
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
０
名
の
新
和
木
町
議
会
議
員
が

 決
ま
り
ま
し
た

１
P

レ
ノ
フ
ァ
山
口
 渡
部
博
文
社
長

表
敬
訪
問



　

4
月
9
日
に
執
行
さ
れ
た
山
口
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　

4
︐
6
3
4
人

投
票
者
数　
　
　
　
　
　
　

1
︐
8
4
5
人

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　

1
︐
8
1
8
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27
票

投
票
率　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39
・
81
％

候
補
者
別
得
票
数
︵
和
木
町
開
票
分
︶

※
届
出
順
︑
敬
称
略

山
手　

康
弘　
　
　
　
　
　
　

3
1
4
票

は
た
は
ら　

勇
太　
　
　
　
　

5
9
7
票

井
原　

す
が
こ　
　
　
　
　
　

4
6
4
票

ま
き
も
と　

利
光　
　
　
　
　

1
3
2
票

橋
本　

尚
理　
　
　
　
　
　
　

1
4
3
票

大
西　

明
子　
　
　
　
　
　
　

1
6
8
票

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

結
果

　

4
月
23
日
に
執
行
さ
れ
た
和
木
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　

4
︐
6
3
4
人

投
票
者
数　
　
　
　
　
　
　

2
︐
4
8
2
人

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　

2
︐
4
4
1
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41
票

投
票
率　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53
・
56
％

※
候
補
者
得
票
数
順
︑
敬
称
略

　

さ
ん
ぶ
い
ち　

じ
ゅ
ん　
　
　

6
0
5
票

　

中
村　

み
つ
子　
　
　
　
　
　

3
1
5
票

　

明
本　

光
弘　
　
　
　
　
　
　

2
7
4
票

　

津
島　

ひ
ろ
や
す　
　
　
　
　

2
2
8
票

　

も
り
わ
き　

明
美　
　
　
　
　

1
9
5
票

　

は
い
お
か　

裕
美　
　
　
　
　

1
6
6
票

　

兼
本　

信
昌　
　
　
　
　
　
　

1
6
0
票

　

上
田　

丈
二　
　
　
　
　
　
　

1
5
9
票

　

か
や　

富
公　
　
　
　
　
　
　

1
0
5
票

　

小
林　

ひ
で
よ
し　
　
　
　
　

1
0
4
票

　

栗
本　

詠
子　
　
　
　
　
　
　
　

8
1
票

　

中
原　

良
充　
　
　
　
　
　
　
　

4
9
票

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

結
果

　

4
月
23
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
山
口
県

第
2
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
︒

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　

4
︐
7
5
3
人

投
票
者
数　
　
　
　
　
　
　

2
︐
4
7
2
人

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　

2
︐
4
3
8
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

34
票

投
票
率　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

52
・
01
％

候
補
者
別
得
票
数
︵
和
木
町
開
票
分
︶

※
届
出
順
︑
敬
称
略

平
岡　

秀
夫　
　
　
　
　

1
︐
2
3
8
票

岸　

の
ぶ
ち
よ　
　
　
　

1
︐
2
0
0
票

衆
議
院
山
口
県
第
２
区
選
出

議
員
補
欠
選
挙
結
果

中村　充子 （３）
無所属・無職

灰岡　裕美 （４）
無所属・和木町議会議員

小林　秀嘉 （５）
無所属・自営業

兼本　信昌 （５）
無所属・日本語教師

森脇　明美 （８）
無所属・無職

明本　光弘 （１）
無所属・無職

三分一　淳 （１）
無所属・小売業

津島　宏保 （２）
無所属・自営業

上田　丈二 （３）
日本共産党・
和木町議会議員

嘉屋　富公 （３）
無所属・和木町議会議員

【定数１０】（敬称略）（　）内は当選回数

開票の様子（体育センター）

○当○当○当○当○当○当○当○当○当○当
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まちの話題

　

4
月
10
日
に
中
学
校
入
学
式
︑
10
日
に

小
学
校
入
学
式
︑
12
日
に
こ
ど
も
園
入
園

式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
生

活
に
期
待
を
抱
き
︑
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
︒

入
園
入
学
お
め
で
と
う
！

中
学
校
入
学
式
（
入
学
生
52
名
）

小
学
校
入
学
式
（
入
学
生
64
名
）

こ
ど
も
園
入
園
式
（
入
園
児
54
名
）

レ
ノ
フ
ァ
山
口 

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

で
特
産
品
の
販
売
・
50
周
年
P
R

レ
ノ
フ
ァ
山
口 

渡
部
博
文
社
長
が

表
敬
訪
問

　

4
月
8
日
︑
維
新
み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
︑Ｊ
2
第
8
節
レ
ノ
フ
ァ
山
口
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
︵
栃
木
Ｓ
Ｃ
戦
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
日
は﹃
和
木
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
﹄︒

ス
タ
ジ
ア
ム
特
設
ブ
ー
ス
で
和
木
町
地
域
振

興
協
会
が
︑﹁
や
ま
も
も
ア
イ
ス
﹂や﹁
も
ぶ
り
﹂

な
ど
の
特
産
品
を
販
売
︒多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ま
が
訪
れ
︑
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
和
木

町
を
よ
り
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
為
に
︑
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
︑
無
料
ク
ジ
の
実
施
︑

ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
て
︑
50

周
年
記
念
動
画
を
放
映
し
ま
し
た
︒
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ま
へ
和
木
町
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
︒

　

レ
ノ
フ
ァ
山
口
は
山
口
県
お
よ
び
県

内
19
市
町
と
包
括
協
定
を
結
び
︑
全
県

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
化
を
実
現
し
て
い
ま

す
︒
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
﹁
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
﹂
と
し
て
各
自
治
体
の

日
を
設
け
︑
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
際
に
各

自
治
体
の
P
R
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

歓談の様子

厚
生
功
労
者
表
彰

　

3
月
30
日
に
増
井
春
子
さ
ん
が
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑

町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
増
井
春
子
さ
ん
は
お
名
前
の
み
の

掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

3
月
30
日
︑
株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口
代

表
取
締
役
社
長
の
渡
部
博
文
さ
ん
が
︑
米
本

町
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た
め
︑
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
︒

　

渡
部
社
長
は
米
本
町
長
に
社
長
就
任
報
告

と
﹃
和
木
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
﹄
で
の
健

闘
を
誓
い
︑
和
木
町
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
の
意
見
交
換
を
さ
れ

ま
し
た
︒

2



蓮見圭一 著
南杏子 著

真下みこと 著
中嶋博行 著
村上しいこ 著
宮部みゆき 著
窪美澄 著
重松清 著
村上春樹 著
新堂冬樹 著

ジャック・ゴールドスティン作、長友恵子 訳

新井悦子 作、どいかや 絵

マーガレット・ワイズ・ブラウン 原作、齋藤槙絵 訳

なかがわちひろ 文、高橋和枝 絵
角野栄子 作、さとうあや 絵

アーノルド・ローベル 作、こみやゆう 訳

廣嶋玲子 著、佐竹美保 絵

村上しいこ 作、長谷川義史 絵

マーグレット・レイ 文、H・A・レイ 絵
わたなべてつた 訳
みねおみつ 作・絵

＜CD＞
☆ Ｍｅｍｏｒｉｅｓ／Ｔａｎｉ Ｙｕｕｋｉ
☆ ＪＵＮＫ ｏｒ ＧＥＭ
／ＴＯＫＹＯ ＳＫＡ ＰＡＲＡＤＩＳＥ ＯＲＣＨＥＳＴＲＡ

☆ Ｐａｉｎｔ Ｌｉｋｅ ａ Ｃｈｉｌｄ／秦基博
☆ 弐／優里
☆ Ｓｋｅｔｃｈ／幾田りら

＜一般書＞
『美しき人生』
『いのちの十字路』
『わたしの結び目』
『検察特捜 レディライオン』
『あえてよかった』
『ぼんぼん彩句』
『夜空に浮かぶ欠けた月たち』
『はるか、ブレーメン』
『街とその不確かな壁』
『＃刑事の娘は何してる？』

＜児童書・絵本＞
『せんそうがおわるまで、あと２分』

『にぎやかもりのツリーハウス』

『どこ どこ いってた？』

『とってもすてきな おうちです』

『はな とりかえっこ』
『へんてこな とりたち』

『銀行屋と小間使い猫 十年屋と魔法街の住人たち４』

『すいとうのひとやすみ』

『どうながのプレッツェルとこいぬたち』

『キャンピングカーのたび』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5 63 4
87 9 12 1310 11
1514 16 19 2017 18
22 2321 24 26 2725

28 29 30 31

５月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

●おはなし会サークル「このゆびとまれ（通称：ゆびとま）」メンバー募集中！！
　図書館やこども園・小学校で、子ども向けにおはなし会を開いています。
また、中学校では放送による読み聞かせを行っています。
　新メンバーも活躍中です。ぜひ、ご一緒しましょう。お待ちしています（経験
は問いません）。お気軽に図書館受付、またはお電話でお問い合わせください♪
問合せ先：図書館（☎５４－０２２２）

～子どもたちに読み聞かせをしてみませんか？～

日時　５月２０日（土）１０時３０分～１１時
場所　おはなしの部屋
おはなし会サークル『ゆびとま』　

☆５月のおはなし会☆

こども読書週間
　４月２３日（日）から５月
１２日（金）までは、２０２３
年第６５回「こどもの読書
週間」です。
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542

☆わきあいキッズ、今年も始まります

☆ひろみちお兄さん
　講演会

☆和木学園事業について

　４月１６日、小学校前の感時園で第１回目の和木学農園が開催されました。
今年はこれまで参加された方の口コミで広く拡がり、定員を上回る申し込み
がありました。新規登録者も多数あり、登録人数は過去最高の人数となりま
した。
　この日は大人、子ども合わせて３２名が参加し、集会所で講義を受けた後、
すぐに農園に出て実技を行いました。約４ヶ月ぶりの農園では豆類がもう少
しで収穫できそうになるなど、前年に植えた野菜が冬を越して大きく育って
いましたよ。来月には収穫できそうなので、楽しみです。

和木学農園、今年度も始まりました

■ ２年目になりました
　昨年度から和木町教育委員会事務局でお世話になっ
ている、社会教育主事の山家です。昨年度は様々なイ
ベントに参加していただきありがとうございました。
今年度もよろしくお願いします。
　さて、５月から新型コロナウイルスが五類指定にな
ります。そのため、昨年度までできなかった行事等が
かなり復活するのではないかと思います。また、今年
は和木町町制施行５０周年で、様々な記念イベントが開
催される予定です。１年間いろいろと経験をさせてい
ただきましたが、今年は今年で未知な部分がたくさん
です。町民の皆さまが楽しく参加できるように一生懸
命がんばっていきたいと思います。よろしくお願いし
ます。

　今年も「わきあいキッズ」を開催します。今年の主な
変更点は、だがしや体験の復活、自然観察の講師変更、
陶芸教室を実施しないということです。
　今年はすくすくフェスタが行われるということで、だ
がしや体験があります。また、今まで自然観察の講師を
してくださった村本正治さん、禎子さんご夫妻が勇退さ
れましたので、違う方に講師をしていただきます。その
ため、内容が今までと変わる可能性があります。一度参
加された方も新たな発見があるかもしれませんので、楽
しみにしていてください。
　最後に、今年は親子陶芸教室を学園事業として行いま
す。他の市町では抽選になるほど人気のある親子陶芸教
室、ぜひ参加をお願いします。
　さて、今年は４月２６日の「だがしや体験」から始ま
りました。６月号で詳しいことをお伝えします。また、
５月１０日から毎週水曜日に行われる「昔あそび」が始
まり、小学校の運動会以降は「スポーツ体験」も始まり
ます。新型コロナウイルスが五類に移行しても健康には
気をつけて行っていきたいですね。

　今年は４月１６日に和木学農園、４月２９日に歴史教室
を行いました。また、５月７日（日）にはひろみちお兄さ
んの親子体操教室と講演会を行います。親子体操教室は
前回台風のために中止になりました。今回は５月という
ことで、台風の心配はないと思いますので、楽しみにし
ていてください。参加したかったのに申し込み忘れた･･･
という方がいらっしゃれば、教育委員会までご相談くだ
さい。ひょっとすると参加できるかもしれません。また、
講演会は大人の方に向けた内容になる予定です。参加申
込等はございませんので、当日参加ＯＫです。五類移行
直前で、人数制限はありますが、ぜひ皆さまに来ていた
だきたいと思います。お待ちしております。
　また、今年は初めて「絵手紙教室」を行います。他の
場所で開催されるときにはすぐに定員が埋まってしまう
という話も聞いています。楽しみにしていてください。
また、昨年出来なかった講座も今年はぜひ行いたいと思っ
ています。広報わきやチラシでお知らせしますので、楽
しみにしていてください。

　５月７日（日）１４時か
ら文化会館ホールにて
「佐藤ひろみちお兄さん
講演会」を行います。～
１０年先の健康と運動の
すすめ～とサブタイトル
にあるように、大人の皆
さまに聞いていただきた
い内容です。特に申し込
み等はございませんの
で、当日ぜひ文化会館に
お越しください。お待ち
しております。

※次回の農園は５月１４日（日）です

和木町町制５０周年記念和木町町制５０周年記念

日　　時

場　　所

参 加 費

定　　員

注意事項

問い合わせ先

対　　象

講 演 会
佐藤ひろみちさん

講 演 会
佐藤ひろみちさん
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● 地域子育て支援センター
日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
　　　※園行事等で開催しない日もあります。
　　　　ご確認ください。
場所・問
　　　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園
　　　　　　（☎52－27 0 7）

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　５月１７日（水）　１０時～１１時３０分
場所　 和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎52－８６４４）

妊産婦サロン
　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を行ってい
ます。お気軽にご利用ください。
日時　５月２５日（木）
　　　９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別相談をおこなっ
ています。ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご
利用ください。
日時　５月２３日（火）
　　　１４時～１７時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

　未就園児の身体計測をおこなっています。保健師、
栄養士による個別相談もできます。お気軽にご利用く
ださい。
日時　５月１１日（木）１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他
　　　保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
　　　　　（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前申し込み不要

すくすく計測相談会

　和木町の子育てにかかわ
る団体が集まり、活動を紹
介します。親子で遊べる空
間を提供します。ご家族で
遊びに来てください。
日時　６月３日（土）９時３０分～１２時 
対象　主に乳幼児とご家族
場所　保健相談センター（☎５２－７２９０）
駐車場　旧幼稚園園庭
※駐車スペースに限りがありますので、お近くの方は
なるべく徒歩でお越しください。
内容　バルーンアート（社会福祉協議会）
　　　絵本の読み聞かせ（地域子育て支援センター）
　　　だがしや体験（わきあいキッズ）　など

すくすくフェスタ inわき

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前申し込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

子育て支援事業
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からだ応援ページ

転入された方、初回接種
を未接種の方等で接種を
希望される方は、保健相
談センターへお問い合わ
せください。

令和５年  新型コロナワクチン春開始接種のお知らせ
〔実施期間：５月８日～８月３１日〕 ※４月１７日時点

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定 （住所：岩国市三笠町 1-1-1）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

ストレス相談
ひきこもり家族の会

９：00～11：00

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

13：00～16：00

10：00～11：00

13：30～15：30
13：30～16：00

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
５月２３日（火）※毎月第４火曜日
５月　９日（火）※毎月第２火曜日

５月　９日（火）
　　２３日（火）※第２・第４火曜日
５月１７日（水）※毎月第３水曜日
５月２４日（水）※毎月第４水曜日

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 電話番号

対　象　者　初回接種を完了し、前回接種から３か月以上経過した下記の者
　　　　　　ア　６５歳以上の高齢者
　　　　　　イ　５歳以上６４歳以下の基礎疾患を有する方、医療従事者等
ワ ク チ ン　オミクロン株対応２価ワクチンを１回接種。  ※自己負担なし。
接 種 場 所　木村医院・中村クリニック
予 約 方 法　完全予約制
持　参　品　接種券一体型予診票（白色）、健康保険証、お薬手帳
　　　　　　　※未使用の接種券（ピンク色、うす緑色、クリーム色）は使用できません。
接種券発送　対象者ア→混雑を防ぐため、前回接種日順に送付します。

対象者イ→接種を希望する方は保健相談センター窓口へ接種券の発行申請が必要です。（町ホー
ムページから申請書をダウンロードし、郵送申請も可能。）申請受付後、白色の接種
券を発行します。  ※発行までに数日かかります。ご了承ください。

〇５歳～１７歳の方
以下の病気や状態の方で、通院または入院している方
①慢性呼吸器疾患　②慢性心疾患　③慢性腎疾患　④神経疾患・神経筋疾患　⑤血液疾患　⑥糖尿病・代謝性疾患　⑦悪性
腫瘍　⑧関節リウマチ・膠原病　⑨内分泌疾患　⑩消化器疾患・肝疾患等　⑪先天性免疫不全症候群、HIV 感染症、その他
の疾患や治療に伴う免疫抑制状態　⑫その他の小児領域の疾患（高度肥満、早産児、医療的ケア児、施設入所や長期入院の児、
摂食障害）
〇１８歳～６４歳の方
１．以下の病気や状態の方で、通院または入院している方
①慢性の呼吸器の病気　②慢性の心臓病（高血圧を含む。）　③慢性の腎臓病　④慢性の肝臓病（肝硬変等）　⑤インスリン
や飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を併発している糖尿病　⑥血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く。）⑦免疫
の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む。）　⑧ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている　⑨
免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患　⑩神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害等）　⑪染
色体異常　⑫重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）　⑬睡眠時無呼吸症候群　⑭重い精神
疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立支援医療（精神通院医療）
で「重度かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２．基準（BMI３０以上）を満たす肥満の方

（注１）基礎疾患とは下記のとおりです。

（注２）医療従事者、高齢者施設従事者、障害者施設従事者の方が該当します。

問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

接種対象者

６５歳以上

×（対象外）

対象者区分 接　種　券
令和５年春開始接種

基礎疾患を有する方（注 1）
医療従事者等（注 2）

上記以外

５歳以上
６４歳以下

接種券を送付（申請不要）
接種券の申請が必要
接種券の申請が必要

〇接種対象
〇接種対象
〇接種対象
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敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
！

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た

め
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

令
和
５
年
度
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

令
和
５
年
度
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
受
講
者
募
集

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は

ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
に
な
り
ま
す

ヨ
ヤ
ク
ヲ

ゴ

０
５
７
０
ー
０
５
ー
４
８
９
０

●
出
産
前
…
母
子
健
康
手
帳
な
ど

　

出
産
後
…
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
は
出
生
証
明
書
な
ど

問　

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2　

※
自
動
音
声
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢

者
の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ

わ
せ
て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手

続
き
の
た
め
、
5
月
8
日
㈪
以
降
お
宅
へ

伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

敬
老
金
の
給
付
は
、
満
75
歳
の
誕
生
日

に
属
す
る
月
か
ら
始
ま
り
、
6
月
に
（
4

〜
9
月
分
）、
12
月
に
（
10
月
〜
3
月
分
）

を
給
付
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　

満
75
歳
以
上
の
方
で
、
和
木
町

に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

※
新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
昭
和
23
年
4

月
1
日
〜
昭
和
24
年
3
月
31
日
生
ま
れ

の
方
）

支
給
額
（
4
月
〜
9
月
分
）

75
歳
〜
80
歳
未
満
・
・
1
2
，
0
0
0
円

80
歳
以
上
・
・
・
・
・
1
8
，
0
0
0
円

支
払
方
法　

原
則
、
申
請
い
た
だ
い
て
い

る
金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

※
昭
和
23
年
10
月
1
日
か
ら
昭
和
24
年
3

月
31
日
生
ま
れ
の
方
の
支
給
手
続
き
は
、

11
月
に
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所

で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に

つ
い
て
、「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
お
申
込
み
は
「
予
約
受
付
専
用

電
話
」
へ
！

受
付
時
間 

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

〇
予
約
相
談
希
望
日
の
1
カ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

〇
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
2
2
2
2　

※
自
動
音
声
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

平
成
31
年
4
月
か
ら
出
産
前
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
出
産
（
予
定
）
日
の
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
認
め
ら

れ
た
免
除
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
届
出
は
、
出
産
予

定
日
の
6
カ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
目
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
な
も
の　

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の

対
象
者　

県
内
在
住
者
で
全
講
座
の
受
講
が

可
能
な
方
（
障
害
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。）

定
員　

10
名
程
度

受
講
料　

無
料
（
実
習
費
・
交
通
費
・
昼

食
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限　

6
月
5
日
㈪
必
着

申
・
問　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
ー
1
）

（
☎
0
8
3
ー
9
8
5
ー
0
6
1
1
）

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
る
要
約
筆
記
者
養

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
手
話
が
わ

か
ら
な
い
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
、
手
書

き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
、
話
の
内
容

を
そ
の
場
で
要
約
し
、
文
字
に
し
て
伝
え

る
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座
で
す
。

日
時　

6
月
17
日
㈯
〜
12
月
9
日
㈯

毎
週
土
曜
日
（
全
24
回
）
10
時
〜
17
時

※
9
月
23
日
㈯
、12
月
2
日
㈯
を
除
き
ま
す
。

場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
他

対
象
者　

県
内
在
住
者
で
要
約
筆
記
に
よ

る
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
の
習
得
に
熱
意
の
あ
る
方

定
員　

20
名
程
度

受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
3
，
6
7
0
円
）

持
参
品　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
者
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
以
上
）

及
び
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

申
込
期
限　

6
月
5
日
㈪
必
着

申
・
問　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
2
3
6
4
ー
1
）

（
☎
0
8
3
ー
9
8
5
ー
0
6
1
1
）

　

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た
め
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
者
の
皆
様

の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

訪
問
し
ま
し
た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

〇
65
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

〇
75
歳
以
上
高
齢
者
の
み
の
世
帯

〇
在
宅
寝
た
き
り
者
高
齢
者

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
・
あ
ん
し
ん

情
報
カ
プ
セ
ル
に
つ
い
て

　

民
生
委
員
が
伺
っ
た
際
に
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
と
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ

セ
ル
に
つ
い
て
の
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

盲
ろ
う
児
・
者
（
視
覚
・
聴
覚
の
障
害

を
あ
わ
せ
持
つ
方
）
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
学
習
や
通
訳
・
介
助

の
実
習
を
通
し
て
、
盲
ろ
う
児
・
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
た
め
、
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
を
養
成
し
ま
す
。

日
時　

7
月
1
日
、
15
日
、
29
日
、
8
月

26
日
、9
月
2
日
、16
日
、30
日
、10
月
14
日
、

28
日
（
全
9
回
）

　

い
ず
れ
も
土
曜
日
10
時
〜
16
時

場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
他
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

日　時　５月２２（月）
　　　　１３：３０～１５：００
　　　　（時間内　出入り自由）
場　所　総合コミュニティセンター
　　　　１階　集会室
内　容　ゲームで楽しもう！
参加費　無料

【次回のご案内】

オレンジカフェだよりオレンジカフェだより

　体操や認知症予防の講座を開催していま
す。毎回、認知症地域支援推進員が認知症
に関する心配ごと、悩みごとの相談に応じま
す。個室もありますので、お気軽にご相談く
ださい。
　♪認知症を予防したいと思っている人、

認知症の人、介護をしている人、話し相

手が欲しい人等・・・一緒にわきあいあ

いと楽しみませんか。♪

申・問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

 成年後見支援センターを設置しています
　令和２年５月に『成年後見支援センター』を
地域包括支援センター内に設置し、成年後見制
度の利用を促進しています。

　成年後見支援センターは「権利擁護支援の地域連携ネットワーク」の中核機関として関
係機関と連携し、本人の意思を尊重した権利擁護支援ができるよう相談や広報啓発などを
行っています。

問　成年後見支援センター　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

成年後見支援センターとは

　認知症や知的障害、精神障害等により判断能力が不十分な方に対し、法的に権限を与え
られた成年後見人等が、本人に代わって福祉サービスの利用契約や適切な財産管理を行う
ことで、その方の生活を支援する制度です。

成年後見制度とは

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

　

国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14

日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

・
保
険
料
は
届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、

資
格
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
被
保
険

者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

　

資
格
が
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険

者
証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、

返
金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日
の

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご

持
参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

　

職
場
の
健
康
保
険
を
外
れ
た
証
明
書
（
資

格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票
な
ど
）、
本
人
及

び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も

の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

　

職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
対
象
者

全
員
分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書
、
国
保

の
保
険
証
（
返
却
の
た
め
）、
本
人
及
び
世

帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
わ
か
る
も
の
、
届

出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
は
、
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き

ま
す
。

　

4
月
2
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
た

め
、
特
定
健
診
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

方
も
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者 

国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
方

実
施
機
関 

中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
己
負
担
額 

1
，
7
9
0
円

【
検
査
項
目
】

　

一
般
理
学
検
査
、検
尿
、検
便
、血
液
検
査
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
心
電
図
検
査

申
・
問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

労
働
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

消
費
生
活
相
談

町
民
相
談

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち

『
チ
ョ
コ
の
会
』

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

和
木
町
に
は
、
町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
２
名
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

特
設
人
権
相
談
所

日
時 

6
月
7
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所 

和
木
町
文
化
会
館
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員 

人
権
擁
護
委
員

問 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　

 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

・
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
就
職
活
動
に
不
安

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
ど
仕
事
の
相
談
を
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
事
前
に
連
絡
の
う
え
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

5
月
10
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場
所 

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
は
っ
ち
ー
ず
」
は
、

学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。
丁
寧
に
お
話
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時 

5
月
11
日
㈭　

9
時
〜
10
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時 

5
月
27
日
㈯

 　
　

受
付　

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
24
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
水
・
金
曜
日　
8
時
30
分
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 
5
月
19
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号 

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
2

相
談
員 

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料 

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

相
談
日 

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
18
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問 

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

5
月
9
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　
　

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
2
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

5
月
25
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所
（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

5
月
16
日
㈫  

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館　

２
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
土
砂
災
害
対
策
改
修
事
業

補
助
金
制
度
、
が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業
補
助
制
度

　

土
砂
災
害
や
が
け
地
の
崩
壊
等
か
ら
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
町
内
の

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

等
に
建
っ
て
い
る
危
険
住
宅
の
土
砂
災
害
対

策
改
修
費
用
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
な

ど
か
ら
住
宅
を
移
転
す
る
場
合
の
住
宅
の
新

築
・
購
入
等
の
費
用
の
一
部
の
補
助
に
つ
い

て
、
事
前
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者　

令
和
6
年
4
月
以
降
に

・
危
険
住
宅
の
土
砂
災
害
対
策
工
事

・
危
険
住
宅
を
除
却
し
、
移
転
先
の
住
宅
の

新
築
ま
た
は
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間 

６
月
30
日
㈮
ま
で

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
住
宅

・
山
の
手
団
地
第
2
棟　

1
戸　

3
0
1
号

（
3
階
）　

和
木
町
和
木
2
丁
目

・
坂
根
団
地
第
2
棟　

1
戸　

2
0
1
号

（
2
階
）　

和
木
町
瀬
田
2
丁
目

・
坂
根
団
地
第
3
棟　

1
戸　

3
0
1
号

（
3
階
）　

和
木
町
瀬
田
2
丁
目

構
造 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

3
階
建　

3
D
K

家
賃

・
山
の
手
団
地　

2
5
，
7
0
0
円
〜

5
0
，
4
0
0
円
（
共
益
費
別
）

・
坂
根
団
地　

2
0
，
8
0
0
円
〜
4
0
，

8
0
0
円
（
共
益
費
別
）

駐
車
場 

1
台
／
戸　

※
2
台
目
以
降
の
駐

車
場
は
、
入
居
者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
あ
る
方
（
2
名
以
上
で
入
居
さ

れ
る
方
）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
現
在
、
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
区
町
村
営

等
）
に
入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税

（
料
を
含
む
）
に
滞
納
が
な
い
方

⑺
申
込
者
、
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
受
付
期
間
等

⑴
申
込
受
付
期
間　

5
月
1
日
㈪
〜
19
日
㈮

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
。）

⑵
受
付
時
間 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
に
必
要
な
書
類
等

⑴
申
込
書　

役
場
都
市
建
設
課
（
3
階
）、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑵
所
得
を
証
明
す
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る

書
類
（
所
得
証
明
書
、課
税
証
明
書
な
ど
）

⑶
地
方
税
（
料
を
含
む
）
の
滞
納
が
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障

害
者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

決
定
方
法 

申
込
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項 

ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

お
手
続
き
の
一
部
停
止
に
つ
い
て

今
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日

交
付
・
申
請
サ
ポ
ー
ト
実
施
日

今
月
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

支
援
休
日
窓
口
開
設
日

　

国
の
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
業
務
の
一

部
を
次
の
と
お
り
停
止
い
た
し
ま
す
。
該
当

手
続
き
で
来
庁
さ
れ
る
方
は
、
停
止
日
を
避

け
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

停
止
日 

5
月
1
日
㈪
、
5
月
2
日
㈫

停
止
業
務

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、
失
効
、
更
新

・
暗
証
番
号
の
初
期
化
（
ロ
ッ
ク
解
除
）、

再
設
定

・
転
居
や
改
姓
等
に
伴
う
券
面
事
項
の
変
更

一
部
影
響
が
あ
る
業
務

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

・
転
入
、
転
居
の
手
続
き

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
原
則
実

施
で
き
ま
す
が
、
交
付
申
請
時
に
電
子
証

明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
が

カ
ー
ド
交
付
時
に
電
子
証
明
書
の
新
規
発

行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
停
止
日
中
の
電

子
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
転
入
・
転
居
の
手
続
き
は
、
電
子

証
明
書
の
発
行
や
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
手
続

き
等
が
で
き
な
い
た
め
、
後
日
再
来
庁
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

実
施
日 

5
月
14
日
㈰
、
5
月
27
日
㈯

実
施
時
間 

9
時
〜
12
時

実
施
場
所 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

持
参
す
る
も
の

《
申
請
サ
ポ
ー
ト
》

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
申
請
書

※
申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
作
成
し
ま

す
の
で
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
写
真

撮
影
い
た
し
ま
す
。

《
カ
ー
ド
交
付
》

　

受
け
取
り
案
内
の
ハ
ガ
キ
、通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
書
類
※

※
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認

書
類
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
保
険
証
+

年
金
手
帳
、
保
険
証
+
福
祉
医
療
受
給
者

証
な
ど
本
人
確
認
書
類
が
2
点
必
要
で

す
。

☆
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
（
役
場
開
庁
日
）

は
19
時
ま
で
カ
ー
ド
交
付
・
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

日
時 

5
月
27
日
㈯　

9
時
〜
12
時

場
所 

役
場
1
階
特
設
会
場

持
参
品

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〇
数
字
4
ケ
タ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
証
明
用
パ
ス
ワ
ー

ド
）

〇
ポ
イ
ン
ト
受
取
に
使
用
す
る
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
決
済
Ｉ
Ｄ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド

問 

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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和
木
町
奨
学
生
を
募
集
中
！

第
１
回　
和
木
大
学

和
木
町
「
福
祉
ま
つ
り
」

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

小
学
生
向
け
公
民
館
講
座

（
英
語
・
絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
）

〈
在
学
専
修
学
校
長
の
推
薦
調
書
〉

　

大
学
（
短
大
）
1
年
生

〈
出
身
高
等
学
校
長
の
推
薦
調
書
〉

　

大
学
２
年
生
以
上

　

〈
在
学
大
学
（
校
）
長
の
推
薦
調
書
〉

貸
付
の
可
否
に
つ
い
て

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
6
月
下
旬
頃
に
決

定
し
ま
す
。
貸
付
が
決
定
さ
れ
た
方
は
、
連

帯
保
証
人
2
名
（
う
ち
1
名
は
保
護
者
）
を

任
命
し
、
誓
約
書
お
よ
び
次
の
証
明
書
等
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に

書
類
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も

の
と
見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
方
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）
…
…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
…
…
印

鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証

明
書

※
連
帯
保
証
人
（
保
護
者
を
除
く
）
は
、
独

立
の
生
計
を
営
む
方
で
、
市
町
村
民
税
又

は
固
定
資
産
税
を
納
付
し
た
方
と
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ご
本
人（
奨
学
生
）名
義
の
口
座
振
替
申
出
書

貸
付
に
つ
い
て

　

毎
月
5
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は

前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

な
お
、初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月
分
か
ら
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

返
済
期
間

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は
在
学

さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
長
期
間
滞
納
さ
れ
た
場
合
は
、
延

滞
金
を
お
支
払
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限 

5
月
9
日
㈫　

必
着

申
・
問 

教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時 
6
月
3
日
㈯

　
　

 

9
時
30
分
〜
（
雨
天
決
行
）

場
所 

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
和
木
町
総
合
福
祉
会
館

内
容

《
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
3
階
》

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
展
示

〇
小
学
生
児
童
と
園
児
の
絵
画
展

〇
大
会
式
典
（
表
彰
行
事
）

〇
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト　

げ
ん
き
な
こ

〇
名
物
「
福
祉
カ
レ
ー
」（
中
辛
・
甘
口
）

《
総
合
福
祉
会
館
》

〇
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
（
手
作
り
パ

ン
）

〇
和
木
町
産
直
市
（
野
菜
・
ジ
ュ
ー
ス
）

〇
農
業
振
興
研
究
会
（
野
菜
）

〇
Ｅ
ー
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ

　
（
コ
ー
ヒ
ー
・
軽
食
）

〇
薪
窯
ピ
ッ
ツ
ァ 

Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ｅ 

フ
ェ
リ
ー

チ
ェ
（
ピ
ザ
・
か
き
氷
）

〇
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｐ
ｅ
ｓ

　
（
ク
レ
ー
プ
）

〇
和
木
町
地
域
振
興
協
会

〇
明
治
安
田
生
命
（
血
管
年
齢
測
定
会
）

〇
竹
の
子
の
里
（
シ
ニ
ア
カ
ー
試
乗
体
験
）

〇
ゲ
ー
ム
広
場

主
催

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

駐
車
場 

旧
和
木
幼
稚
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

駐
輪
場 

和
木
3
丁
目
第
2
集
会
所

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

4
月
広
報
で
も
お
伝
え
し
て
い
る
通
り
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
次
の
と
お

り
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
の
返
却
B
O
X
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時 

5
月
3
日
（
水
・
祝
）
〜

5
月
5
日
（
金
・
祝
）

問 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
座
〔
英
語
・

絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
〕
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

絵
画
教
室
は
定
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
英

語
、
そ
ろ
ば
ん
は
、
ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
事
務

室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先
は
小
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

申
・
問 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

第
1
回 

和
木
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
初

回
は
、
開
校
式
に
続
け
て
、
和
木
大
学
の
重

岡
良
典
学
長
よ
り
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
（
無
意
識
の
偏
見
）
に
気
づ
く
」
を

テ
ー
マ
に
、
人
権
教
育
の
講
義
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

5
月
30
日
㈫　

14
時
〜

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
３
階
集
会
室

問 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

提
出
期
限
が
間
近
の
た
め
、
申
請
を
予
定

し
て
い
る
方
で
書
類
の
提
出
が
お
済
み
で
は

な
い
方
は
、
お
早
目
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

貸
付
要
件

〇
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大
学

院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学
校
生

〇
学
業
優
秀
な
人

〇
本
町
に
2
年
以
上
住
所
を
有
す
る
者
の
子
女

〇
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

貸
付
金
額

※
い
ず
れ
も
1
名
あ
た
り
の
月
額

〇
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　

国
公
立　
　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　

私
立　
　
　

4
2
，
0
0
0
円
以
内

〇
高
校
生

　

国
公
立　
　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

　

私
立　
　
　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

〇
高
等
専
門
学
校

　

国
公
私
立　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

〇
専
修
学
校

　

専
門
課
程　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　

高
等
課
程　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

提
出
書
類

○
奨
学
金
貸
付
申
請
書

○
在
学
証
明
書

○
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
が
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
／
調
査
書
で
も
可
）

○
学
校
長
の
推
薦
調
書

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
1
年
生

　

〈
出
身
中
学
校
長
の
推
薦
調
書
〉

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

（
在
学
高
校
・
高
等
専
門
学
校
長
の
推
薦
調
書
）

　

専
修
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
・
高
等
学
校
長
の
推
薦
調
書
〉

　

専
修
学
校
２
年
生
以
上
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フ
ラ
ワ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
追
加
募
集
！

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
伴
う
交
通
規
制

地
域
振
興
協
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

防
火
管
理
講
習
会

職
業
訓
練
生
の
募
集

「
経
理
事
務
・
会
計
科
」

無料法律相談利用状況

　社会福祉協議会相談室に開設している町民相談室で取り扱った、令和4年度の町民相談並びに無料法律
相談の件数は下記のとおりです。

家 庭 関 係
金 銭 関 係
不 動 産 関 係
そ の 他

合　　　　　計

０
１
０
０
１

相談者数
０
１
０
０
１

件　数
令和５年２月

０
１
０
０
１

相談者数
０
１
0
０
１

件　数
令和４年８月

０（１）
２（０）
０（０）
０（１）
２（２）

相談者数
０（１）
２（０）
０（０）
０（１）
２（２）

件　数
合　　　計開　催

相談コード

（　）内数字は前年度（令和３年度）実績

企 画 総 務 課
住 民 サ ー ビ ス 課
保 健 福 祉 課
都 市 建 設 課
税 務 課
教 育 委 員 会

合　　　　　計

０
０
１
０
０
０
１

相談件数担　当　課
０
０
１
０
０
０
１

処理件数
町　　政　　問　　題

※その他とは、問合せ・照会等

家 庭 内 問 題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
破 産
そ の 他

合　　　　　計

０
0
０
０
１

１

相談件数相　談　内　容
０
0
０
０
１

１

処理件数
個　　人　　問　　題

町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

町 民 相 談 室 の 窓

想
定
規
制
期
間 

5
月
18
日
㈭
〜
5
月
22
日
㈪

想
定
規
制
場
所

　

山
陽
自
動
車
道
（
玖
珂
IC
〜
本
郷
IC
）
等
、

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
和
木
町
周

辺
で
は
国
道
2
号
線
等
の
交
通
渋
滞
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

岩
国
警
察
署
（
☎
24
ー
0
1
1
0
）

　

先
月
募
集
し
ま
し
た
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
レ
ン

ズ
の
定
員
に
、
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
追
加
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
、早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
花
の
苗
の
配
布
及
び
講
習
会
は
6

月
17
日
の
午
前
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
広
報
わ
き
4
月
号
20
ペ
ー
ジ
」
又

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

募
集
人
員 

１
名

応
募
資
格 

土
日
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方（
週

2
〜
3
日
勤
務
）

報
酬 

7
，0
5
0
円
／
1
日（
7
・
5
時
間
勤
務
）

勤
務
時
間 

8
時
45
分
〜
17
時
15
分（
60
分

休
憩
）、10
時
45
分
〜
19
時
15
分（
繁
忙
期
5

月
1
日
〜
8
月
31
日
）
2
交
代
制

勤
務
内
容 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
総
合
案

内
、売
店
地
域
産
品
販
売
、事
務（
窓
口
対
応
、

電
話
対
応
）、
雑
務
（
施
設
清
掃
等
）

応
募
方
法 

履
歴
書
に
必
要
事
項
（
顔
写
真

添
付
）
を
記
入
し
、
持
参
、
も
し
く
は
郵
送

に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限 

5
月
8
日
㈪

申 

・
問 

和
木
町
地
域
振
興
協
会
（
和
木
町
瀬

田
1
7
3
番
地
4 

Ｂ
ｅ
ｅ
＋
交
流
棟
内
）

（
☎
28
ー
4
6
6
6
）

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

甲
種　

6
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮ 

10
時
〜
16
時

乙
種　

６
月
29
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場
所 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階
講
堂

受
講
料 

4
，
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間 

6
月
5
日
㈪
〜
6
月
16
日
㈮

申
込
方
法 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
消
防
本
部
予
防
課
、
中
央
消
防
署
、

西
分
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問 
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

簿
記
や
実
務
に
即
し
た
パ
ソ
コ
ン
操
作
、

接
遇
マ
ナ
ー
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
就
職
を

目
指
す
訓
練
が
岩
国
で
開
講
さ
れ
ま
す
。 

訓
練
費
用 

受
講
料
無
料　
※
た
だ
し
、テ
キ

ス
ト
代
や
検
定
受
検
料
は
別
途
必
要
で
す
。

訓
練
期
間 

7
月
6
日
㈭
〜
12
月
5
日
㈫

（
5
ヶ
月
間
）

募
集
期
間 

5
月
12
日
㈮
〜
6
月
13
日
㈫

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

募
集
定
員 

20
名

訓
練
場
所 

学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院　

岩
国

教
室
（
岩
国
市
麻
里
布
町
1
丁
目
5
番
32
号

　

岩
国
駅
前
ビ
ル
４
階
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
職
業
訓
練
担
当

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）
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児童手当制度
について

①現況届の提出は原則不要となりまし
た。現況届の提出が必要な方には、
個別で通知を行います。

②児童手当は所得に応じて手当額を支
給しています。所得が一定以上ある
場合には児童手当等が支給
　されなくなります。

※小学校修了前の第 3子、3歳未満の児童は
　15,000/ 月になります。

（配偶者と児童２人）

1,200万円
特例給付
5,000円／月

収入の目安 改正後
支給対象外

960万円
本則給付
10,000円/月扶養が3人の場合 ※

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

合唱団員募集

共催 / 和木町・和木町文化協会   後援 / 和木町教育委員会

WAKI・コンサート 第２部にて
和木町は、2023 年に町制施行 50周年を迎えます。
同じく、WAKI・コンサートも 25周年！
この大きな節目の年を記念し、みんなでベートーヴェンの
交響曲第 9番「合唱付き」第 4楽章「歓喜の歌」を歌いましょう♪

日 時
会 場
参加資格
ピ ア ノ
ソリスト

問合せ先

和木町文化会館
小学3年以上
山下 千佳・松村 和
小林 良子（ソプラノ）・藤井 美幸（アルト）
中東 駿（テノール）・折河 宏治（バリトン）
和木町文化協会 事務局☎ 0827-52-2191

2023年12月10日（日）14時開演

指揮・合唱指導

村上 謙一郎

下水道使用料が改定されます
　下水道使用料が、令和５年度３・４月分（５月末納期分）から下表のとおり改定されます。
　健全な下水道事業の運営のため、料金改定に対するご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。

現　　　　　　　行

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分

水
道
水
以
外
の
水
に
よ
る
汚
水

家
事
用

そ
の
他

用途 基本料金 超過料金
（1㎥につき）水量

一　般
家庭用

853 円

189 円

248 円

273 円

224 円

1,236 円

1,149 円

3,122 円

10 ㎥まで
11～100 ㎥
まで

101～1,000 ㎥
まで
1,001 ㎥
以上

1世帯 2人まで

1人増すごとに

20 ㎥まで

20㎥以上

改　　　　　　　定

水
道
水
以
外
の
水
に
よ
る
汚
水

家
事
用

そ
の
他

用途 基本料金 超過料金
（1㎥につき）水量

一般用

853 円

208 円

266 円

273 円

243 円

1,342 円

1,247 円

3,390 円

10 ㎥まで
11～100 ㎥
まで

101～1,000 ㎥
まで
1,001 ㎥
以上

1世帯 2人まで

1人増すごとに

20 ㎥まで

20㎥以上

和木町下水道使用料改定表（月額）
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
）

開催日
場　所
成　績

３月２１日
玖珂小学校
準優勝

■ 第41回岩国市ミニバスケットボール交歓大会

開催日
場　所
成　績

３月１２日
高森小学校
準優勝

■ 令和４年度　周東大会

開催日
場　所
成　績

３月２５日
TAIKOスポーツセンターグラウンド
準優勝

■ 田布施FINAL CUP 〇
サ
ッ
カ
ー
部

開催日
場　所
成　績

３月１８日・１９日
下松市民運動場
久保賞　３位

■ 第34回下松カップサッカー大会

開催日
場　所
成　績

３月１２日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
優勝

■ 第18回山口県東部地区交流和木大会 和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

開催日
場　所
成　績

４月２日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
優勝

■ 岩国リーグ第１節

ス
ポ
ー
ツ

体
育
協
会

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

 

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
参
加
者
募
集

日
時
　
6
月
17
日
㈯
　
9
時
〜
13
時

会
場
　
和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

主
催
　
和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料
　
1
ペ
ア 

1
，0
0
0
円（
大
会
当
日
徴
収
）

申
込
期
限
　
5
月
31
日
㈬

申
・
問  

体
育
協
会
事
務
局（
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

和
木
町
近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
参
加
者
募
集

日
時
　
6
月
18
日
㈰
　
9
時
30
分
〜

会
場
　
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

主
催
　
和
木
町
体
育
協
会

参
加
料
　
一
般 

1
，5
0
0
円
／
名 

高
校
生 

1
，0
0
0
円
／
名 

中
学
生 

7
0
0
円
／
名

申
込
期
限
　
6
月
2
日
㈮

申
・
問  

体
育
協
会
事
務
局（
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ー
ル
開
放
期
間
で

の
監
視
員
（
管
理
員
）
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
5
月
8
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈬

採
用
人
数
　
若
干
名

採
用
条
件
　
大
学
生
と
同
等
以
上
で
普
通
救

命
講
習
を
受
講
で
き
る
方

勤
務
期
間
　
6
月
22
日
㈭
〜
8
月
29
日
㈫ 

予
定

勤
務
時
間
　
9
時
30
分
〜
17
時
30
分   

変
更
有

勤
務
場
所
　
町
民
プ
ー
ル
小
・
中
学
校
プ
ー
ル

報
酬
　
9
3
0
円
／
時
間

申
・
問
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）
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※付与する特典は PayPay ポイントです。（最大 7,500 円相当 )
※PayPay ポイントは出金と譲渡はできません。PayPay 公式
　ストアでも利用可能です。

チケット代金を PayPay 残高で支払える！

こちらのQRコードから
パスマーケットへアクセス！

パスマなら、
PayPay残高が
使える！　貯まる！！※

受付で、
チケット画面を
提示して入場！

クレジットカードも選べます

イベントに関する問い合わせ先
一般社団法人和木町地域振興協会（☎２８-４６６６）
〔担当：和木町地域おこし協力隊 村井〕

「熱気球搭乗体験」和木町を空から眺めてみよう！

　来場者の皆さまを対象とした熱気球体験搭乗を実施いたします。
　日頃はなかなか乗ることができない熱気球に搭乗して和木町を空から眺めてみませんか？
日時　５月２８日（日）　７時～１１時　※荒天中止
会場　蜂ヶ峯総合公園多目的広場（Bee＋向かいのグラウンド）
受付（申込）　搭乗受付は開催日の６時３０分から蜂ヶ峯総合公園多目的広場にて開始します。
※事前予約は行いません。
※先着２４０名様が対象となります。
※整理券の配布枚数は代表者１名につき５枚までの配布とさせていただきます。
料金　無料
その他
・荒天時は中止となります。荒天が予想される場合や当日の開催可否については、
　和木町地域おこし協力隊Instagramにて実施状況をお知らせいたします。
・当日の天候により搭乗途中で中止となる場合もございます。

【注意事項】
１．熱気球は、自然の力を利用した乗り物です。降雨、強風（風速３ｍ：旗がバタバタとなびく程
度）、雷雲が近い場合は、予告なく中断、中止する恐れがあります。

２．過度な飲酒による泥酔者、薬物服用者、極度の高所および閉所恐怖症の方、持病（骨粗しょう症
等）をお持ちの方、妊娠中の方、直前の検温で37.5℃以上の方は原則ご搭乗できませんので、ご了
承ください。

３．ご搭乗者の皆さまには保険をかけておりますが、搭乗の待機中もしくは乗降時においては適用さ
れない場合もございますので、ご了承ください。

４．ご搭乗中、カメラやスマートフォンでの撮影は可能ですが、万一の落下に備え、お客様自身でス
トラップ装着等の対策をお願いいたします。万一の落下による破損もしくは故障の場合、補償はで
きかねますのでご了承ください。

「バルーンランタン」を夜空へ打ち上げよう！地域の未来をみんなで願う

　昨年実施し、好評いただきました「蜂ヶ峯ランタンナイト」の感動を再び！！
　イベントのフィナーレとしてみんなでランタンを空に打ち上げ、地域の未来を願いましょう！！
今回は町制施行５０周年を記念して和木町特別バージョン（ロゴに使
用されている４色を打ち上げます）でお届けします。
　現在、チケット一般発売中です！！
一般発売期間　５月１日（月）～５月１４日（日）※先着順となります。
日時　令和５年５月２８日（日）　打ち上げ：１９時３０分～２０時
会場　蜂ヶ峯総合公園 Bee＋エリア
参加料　バルーンランタン１個２,０００円（先着１００名限定）
※事前予約のみ（当日現金支払）となり、ランタンの
　当日販売はございません。
※バルーンランタン１個につき１家族もしくは
　１グループ４名まで入場可能となります。
※申込者専用駐車場のご用意は１台分のみとさせていただきます。
申込方法　応募フォーム（二次元コードを読み取り、専用フォームから
お申し込みください）または和木町地域振興協会窓口・お電話（９時
～１７時）よりお申込ください。

雨天中止
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※出店者・出店内容は変更となる場合がございます。

「Waki-Hachi Festival」 開催！！

　大人も子どもも一緒に楽しめる！地域の「ファミリー遊園」蜂ヶ峯総合公園で町制施行５０周年を記念
した大規模イベントを開催します！！
　こだわりが詰まった和木町のおいしいものやサービスが大集合！！
　子供服の販売やキッズパフォーマンスも同時開催！！
　地元の魅力がたくさん詰まった一日限りのイベント、ぜひお越しください！！

日時

会場

11時～20時　※雨天中止
５月２８日（日）

蜂ヶ峯総合公園

「和木町町制施行50周年記念事業

ブース出店時間 11 時～ 18 時
※お時間によっては販売状況等により販売が終了している
　ブースがある可能性がございますのでご了承ください。

※本数には限りがあるため混雑状況によってはお待たせす
る場合がございますのでご了承ください。
当日は　①和木駅～和木町役場～蜂ヶ峯総合公園
　　　　②瀬田～関ヶ浜～蜂ヶ峯総合公園　間で無料シャ
　　　　　トルバスを運行いたします。

当日は和木駅から無料シャトルバスを
運行いたします。
時間　９時～ 1７時（時間内往復）

出店者様紹介

・和木ふれあい産直市
・藤田養蜂（蜂ヶ峯で採れた天然はちみつ）
・スワ食品（豆菓子販売）
・くにきよ園芸（生花・わきあいあい菜の販売）
・おおつぼマッサージ療院（あん摩マッサージ指

圧師による10分程度のマッサージ）
・ワキ調剤薬局（ハンドケア講習会・ロコモ度テ

スト無料測定・肌に優しい化粧品紹介＊サンプ
ル提供等）

・SMILE CHIHARU（マヤ暦占星術・誕生数秘学、
各ワンポイント手相等）

・yucafe（カプチーノ・ラテ・ランチボックス・
サンドイッチ・カレー等）

・E-island Coffee（自家焙煎コーヒー豆・ドリッ
プバッグ・コー  ヒーミルなどのグッズ販売等）

・リュッケベーカリー（パンの販売）
・haru（季節の果物を使用したパン・焼き菓子・
　ジャム等）

・ふれ合い工房クローバー
　（和木町産の食材を使用した手作りパン）
・和木町民生委員（鯛焼）
・両国弥栄（弁当・惣菜）
・piece of cake!（チーズケーキ専門店）
・永翔（きなこパン・乗り物体験等）
・味一番
・Felice（薪窯で焼いたピザ等）
・サンタコス（タコス）
・JOURNEY（ステーキサンド等）
・縁日ブース（巨大ジェンガ・巨大輪投げ等）
・チャーミングアート
・シックキッズ
　（子ども向けの簡単工作ワークショップ）
・bomul（韓国子ども服、レディース服）
・lily made（ヘアアクセサリー）
・アトリエ kilig
　（ベビーグッズを中心とした布小物販売）
・Flower&Design Salut
　（植物絵画ワークショップ等）
・コックチップ・アニーチップ（ネイルチップ）

地元の子どもたちや学校OB会による パフォーマンス

時間　１２時３０分～１４時３０分
会場　蜂ヶ峯総合公園Bee＋エリアステージ

・和木中学校吹奏楽部OB会
・ダンスサークルアビートクラブ
・ＡＭＭ Performing Arts Dance Studio
・四境太鼓
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問い合わせ：住民サービス課（☎５２－２１９４）

新聞・雑誌の日について

　新聞・雑誌として出されたごみの中に、ビニー
ルの袋に入った郵便物や留め具がある紙のファ
イルがそのまま出されている場合がありますの
で、紙以外は取り除いて出していただきますよう、
よろしくお願いします。

　この時期、各地で、クマが目撃されています。
次のことに注意してください。

○ 山に入るのは、控えましょう。どうしても入る場合は、
一人では入らず、音を立てながら歩きましょう。

○早朝・夜間は出会う可能性が高くなりますので、一人で
は、出歩かないよう注意してください。

〇動物は餌を求めて出没します。動物の出没や食害を未然
に防ぐために、普段から、ご家庭や地域で、果実のこま
めな摘み取り、侵入防止柵の設置、放任果樹の枝打ちや
伐採、田畑や自宅周辺の草刈り、生ごみの屋外放置をや
める等、出来る対策を行ってください。

新聞・雑誌の

リサイクル推進のため、分別の

ご協力をお願いします。

町税の納付方法が追加されます

　令和５年度から、固定資産税、軽自動車税（種別割）、町県民税（普通徴収）について、これまでの納
付方法に加え、納付書に印字されたｅＬ番号や地方税統一ＱＲコード（ｅＬ－ＱＲ）を利用して、次の
納付ができるようになります。

詳しくは、「地方税お支払サイト」の
「ご利用の流れ」をご確認ください。

◎  クレジットカード決済、インターネットバンキング
◎  全国の地方税統一ＱＲコード対応金融機関での納付（手数料無料）

ＱＲコードの読取
「地方税お支払サイト」にアクセスし、トップ画面で「ｅＬ－ＱＲ読取」を選択します。「カメラを
起動する」を押して、納付書に印字されているＱＲコードをスマートフォンで読み取ります。
ｅＬ番号の入力によるお手続きをされる場合は、
「収納機関番号」－「納付番号」－「確認番号」－「納付区分」を入力してください。
クレジットカード決済やインターネットバンキングなどのパソコンやスマートフォンを利用する納
付方法では、領収証書は発行されません。
クレジットカード決済では、システム利用料がかかります。
追加された納付方法の詳細等は、地方税共同機構のホームページから確認できます。

※ ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

「地方税お支払サイト」は
こちらから

問　税務課（☎５２－２１９３）

クマに注意しましょう！！

出没情報は➡岩国警察署（☎２４－０１１０）　
　　　　　　役場住民サービス課（☎５２－２１９４）まで！

落ち着いてその場から離れましょう。
クマをおどろかすので、大声を出した
り、走って逃げるのはやめましょう。

もしもクマに出会ったら
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問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

「定期購入」トラブル
急増！

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
昨
年
6
月
に
特
定
商
取
引
法

が
改
正
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
の
注
文
時
の
最
終

確
認
画
面
で
は
、
販
売
価
格
や

数
量
、
返
品
・
解
約
方
法
等
を

消
費
者
に
わ
か
り
や
す
い
位
置

に
表
示
す
る
こ
と
が
業
者
に
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
解
約

に
関
す
る
相
談
が
全
国
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
引
き
続
き
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
購
入

前
に
表
示
内
容
を
必
ず
確
認
し
、

画
面
を
保
存
す
る
な
ど
記
録
を

残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　
通
常
1
万
円
の
美
容
液
が
初
回

限
定
2
千
円
と
の
広
告
を
ス
マ
ホ

で
見
て
注
文
し
た
。
1
回
の
み
の

購
入
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
納
品
書

に
次
回
配
達
日
が
書
い
て
あ
っ

た
。
広
告
を
再
度
確
認
す
る
と

「
4
回
以
上
の
商
品
購
入
が
条
件
」

と
書
か
れ
て
い
た
。
解
約
・
返
品

し
た
い
。

【
回
答
】

　
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
な
く
、
業
者
が
定

め
る
特
約
に
よ
る
解
約
・
返
品

と
な
る
こ
と
、
特
約
の
表
示
が

な
い
場
合
は
、
商
品
到
着
後
8

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
送
料
を
負

担
し
て
返
品
可
能
で
あ
る
こ
と

を
助
言
し
た
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
グ
リ
ー
ン
化

特
例（
軽
課
）

　
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
は
、
環
境
負
荷
の
小

さ
い
軽
自
動
車
（
新
車
に
限
る
）
を
取
得
し
た
翌
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
税
率
を
軽
減
す

る
制
度
で
す
。

　
令
和
5
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
検
査
証
の

「
初
度
検
査
年
月
」
が
令
和
4
年
4
月
か
ら
令
和
5

年
3
月
の
も
の
に
つ
い
て
、
一
定
の
環
境
性
能
を
満

た
す
車
両
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
令
和
4
年
度
に
軽
課
を
受
け
た
車
両
は
、
令
和
5

年
度
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
　
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
軽
自
動
車

税
減
免
制
度

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
で
、
一
定
の
要
件
（
障
害
の
区
分
及
び
級
別
）
を

満
た
す
場
合
、
減
免
の
申
請
書
を
税
務
課
に
提
出
す

る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

※
軽
自
動
車
に
は
、
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5
cc

以
下
）、
二
輪
車
（
2
5
0
cc
以
下
）
及
び
二
輪

の
小
型
自
動
車
を
含
み
ま
す
。

申
請
書
提
出
期
限
　
5
月
24
日
㈬

問
　
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

和

木

短

歌

会

か
ぐ
や
姫
天
に
昇
�
て
い
く
よ
う
に

吾
子
嫁
ぎ
た
り
満
月
の
日
に

卒
業
の
日
別
れ
を
告
げ
て
去
る
君
は

小
さ
く
手
を
振
る
梅
は
満
開

清
水　

敬
子

風
に
の
り
畑
の
上
を
飛
び
回
る

夫
の
吊
し
た
ビ
ニ
�
ル
カ
ラ
ス

泉
原　

節
子

孫
た
ち
が
リ
ン
の
器
に
線
香
を

ご
飯
に
見
立
て
ポ
キ
ポ
キ
入
れ
る

落
葉
よ
り
春
草
は
び
こ
る
畑
中
に

し
�
が
め
ば
顔
に
虫
の
寄
り
く
る

中
礒　

和
子

藤
川　

洋
子

雨
ご
と
に
ふ
く
ら
む
土
よ
り
芽
を
出
し
て

何
色
咲
く
や
今
年
の
チ
�
�
リ
�
プ

井
口
美
智
子

夕
陽
浴
び
茜
に
染
ま
る
観
覧
車

ま
る
で
魔
法
使
い
の
糸
車

灰
岡　

裕
美

兼
本　

信
昌

春
が
き
て
風
に
ゆ
れ
る
桜
の
花

花
び
ら
が
ま
う
頭
に
つ
い
た

楽
し
み
は
家
族
全
員
向
き
あ
�
て

笑
顔
い
�
ぱ
い
会
話
す
る
と
き

栗
栖　

杏
奈

石
川　

來
夢

漢
検
が
も
う
す
ぐ
来
る
よ
金
曜
日

正
直
不
安
む
ね
が
ド
キ
ド
キ

西
村　
　

陸

和
木
小
学
校
﹃
立
志
の
つ
ど
い
﹄
の
作
品
よ
り

今月の納税

　
町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

軽
自
動
車
税　
　
　
　
　
　
　
　

全
期
分

町
営
住
宅
使
用
料　
　
　
　
　
　

５
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・
 

上
下
水
道
使
用
料　
　
　
　

3
・
4
月
分

　
　
・・・・・・・・・・・

　
　
　

※
納
期
限
は
5
月
31
日
㈬
で
す
。
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令和5年4月1日現在
総人口　5,892人（－66）
世帯数　2,626世帯（－19）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　3,001人（－44人）男　2,891人（－22人）

（人）

① 所属　② 趣味　③ 特技　④ これからの抱負新規採用職員を紹介します新規採用職員を紹介します

①企画総務課
②キャンプ、スノーボード
③ラケット競技
④和木町民の皆さまのお力になれ
るよう、精一杯努めます。これ
から、どうぞよろしくお願いい
たします。

新田　香鈴①保健福祉課
②テニス、マラソン
③長距離走
④行政職は初めての経験となりま
すが、持ち前のフットワークの
軽さを活かし、精一杯働きたい
と思いますのでよろしくお願い
します。

寺山　圭祐

①都市建設課
②ゴルフ、スノーボード
③体を動かすこと
④町民の皆さまに信頼していただ
ける職員になれるよう、一日で
も早く仕事を覚えて業務に努め
ていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

藤本　貴文 ①こども園
②カラオケ
③バスケットボール
④和木町初の男性保育士というこ
とで、こども園に新しい風をお
届けできたらと思います。子ど
もとたくさん遊び、たくさん笑
いながら和木町を盛り上げます。
これからよろしくお願いします。

大田　玲耶

和木町に地域おこし協力隊員が着任しました

和木町地域おこし協力隊員 ～にぎわいコンシェルジュ～ 上野　優樹

５月１日から新たな地域おこし協力隊員が着任しました。
これから３代目のにぎわいコンシェルジュとして活躍していきます。

５月１日より３代目地域おこし協力隊に就任いたしました、上野優樹です。

私は、大学までは横浜で過ごし、卒業後は愛知県のメーカーに勤務していました。

山口県には祖父母がおり、小さいころからの親しみ深い地域です。

歴史、自然が豊かな和木町で働く日をとても楽しみにしております。

早く皆さまに顔を覚えていただけるよう頑張ってまいりますので、よろしくお願いします。
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